
○
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　
岐
阜
県
で
は
十
九
日
に
、
岐
阜
清
流
国
体
一
周
年

イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
国
体
の
大
成
功
に
よ

り
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
本
村
で
も
、五
日
に
み
つ
ば
保
育
園
の
運
動
会
、

六
日
の
老
人
福
祉
大
会
に
お
け
る
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、

ま
た
十
二
日
に
は
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
な
わ
れ
、

二
十
七
日
は
村
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。
健
康
増
進
の
た
め
お

互
い
に
誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

○
継
続
し
た
交
通
安
全
を

　
九
月
三
十
日
で
交
通
安
全
運
動
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
近
年
本
村
で
も
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
五
日
に
行
な
わ
れ
た
交
通
法
令
講
習
を
心
に
留

め
て
、
一
年
中
交
通
安
全
を
心
が
け
て
下
さ
い
。
交

通
安
全
は
万
人
の
願
い
で
す
。

○
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

　
こ
の
募
金
は
、
金
額
の
三
○
％
は
県
内
の
恵
ま
れ

な
い
方
々
の
た
め
に
、
残
り
の
七
○
％
は
村
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
り
、
村
内
の
身
体
障
が
い

者
団
体
・
母
子
寡
婦
福
祉
会
等
の
活
動
支
援
、
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
費
に
充
て
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
昨
年
は
約
三
十
五
万
円
の
配
分
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
月
の
役
場
か
ら
の
配
布
物
と
一
緒
に
、
自

治
会
長
さ
ん
又
は
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
各
世
帯
を

対
象
と
し
た
個
別
の
封
筒
を
配
布
し
ま
す
。
社
会
福

祉
の
活
動
を
行
な
う
上
で
大
切
な
募
金
で
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
長
室
か
ら
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○小学校運動会、5・6 年生による組み立て体操（関連６ページ）
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健
全
財
政
を
維
持

平
成
二
十
四
年
度
決
算
報
告

　
平
成
二
十
四
年
度
予
算
は
、
年

度
中
途
の
補
正
や
繰
越
事
業
を
加

え
た
最
終
予
算
総
額
が
二
十
二
億

六
千
七
百
二
十
九
万
四
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
五
・
九
％
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
決
算
は
上
表
の

通
り
、
歳
入
歳
出

差
引
残
高
の
八
億

七
百
六
十
三
万
二

千
円
を
二
十
五
年

度
に
繰
り
越
す
こ

と
が
出
来
ま
し

た
。

　
な
お
、
歳
入
出

の
詳
し
い
内
訳
は

下
記
お
よ
び
次
ペ

ー
ジ
の
通
り
で

す
。

■依存財源…19 億 5211 万 4 千円（－ 4.2%）

④地方交付税…………
13 億 7339 万 1 千円 （＋ 1.9 %）

　一部臨時費目が、地域経済・雇用対策費へ改
正されるとともに増額

⑤国庫支出金…………
　　　1 億 5833 万 9 千円（－ 41.5 %）

　災害復旧費国庫負担金や、スクールバス更新に
交付を受けたへき地児童生徒援助費補助金等の分
が減額

⑥村債…………………
2 億 3420 万 0 千円 （＋ 7.9 %）

　一般公共事業債や過疎対策事業債のソフト事業
分の起債が増

⑦県支出金……………
1 億 2059 万 9 千円 （－ 6.6 %）

　村民センター耐震工事補助金などが減

⑧地方譲与税・各種交付金……
6558 万 5 千円 （－ 9.5 %）

　自動車取得税交付金は増額したが、地方譲与税
や地方消費税交付金が減額景気の低迷が影響して
いると考えられる

歳　入 29 億 6015 万 7 千円 （＋ 0.3 %）

歳　出 21 億 5252 万 5 千円 （－ 5.8 %）

差引残高 8 億 0763 万 2 千円（＋ 21.2 %）

一般会計

歳　入

九
月
の
議
会
定
例
会
で
平
成
二
十
四

年
度
の
決
算
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳
出
総

額
は
、
三
十
二
億
九
百
八
十
四
万
七

百
四
十
二
円
で
す
。
今
回
は
、
こ
の

内
訳
や
使
い
道
と
併
せ
て
二
十
四
年

度
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■自主財源…10 億 804 万 3 千円（＋ 10.1%）

①村税……………
1 億 9459 万 8 千円 （－ 0.8 %）

　固定資産税が評価替えの影響により大幅な減額

②繰越金・繰入金…
6 億 7125 万 6 千円（＋ 16.4 %）

　ふるさと思いやり基金を繰り入れ

③その他…………
1 億 4218 万 9 千円

財産収入
…村有林生産材売払収入および財産貸付収入の増
加で 578 万 7 千円増
使用料及び手数料
…CATV 使用料滞納分や、住宅使用料の増加で
217 万 8 千円増
分担金及び負担
…土地改良施設修繕負担金や養護老人ホーム入所
者負担金が減ったため、868 万 3 千円減

総額 29億6015万7千円（＋0.3%）

歳入の内訳
村税 (6.6%)

国庫支出金 (5.3%)

その他（4.8%）

県支出金（4.1%）

繰越金・繰入金（22.7%）

村債 (7.9%) 

地方交付税 (46.4%)

地方譲与税・各種交付金 (2.2%)
①

⑤
②

⑥

③

⑦

④

⑧
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課
ご
と
の
主
な
事
業

○
総
務
課

　
防
災
対
策
と
し
て
土
砂
災
害
警
戒
区

域
説
明
会
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
基
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
製
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
情
報
通
信
基
盤
管
理
運
営
協

議
会
の
中
間
答
申
を
受
け
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
セ
ン
タ
ー
モ
デ
ム
や
気
象
ロ
ボ
ッ
ト

機
器
の
更
新
を
し
て
い
ま
す
。

○
村
民
課

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
で
は
、
住

民
票
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
証
明
書
の

広
域
交
付
事
業
を
美
濃
加
茂
市
、
可
児

市
、
加
茂
郡
及
び
可
児
郡
の
十
市
町
村

で
実
施
。
住
民
福
祉
の
理
念
の
観
点
か

ら
、
相
互
の
行
政
区
域
を
越
え
て
証
明

書
の
交
付
を
行
な
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
環
境
対
策
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
一
助

①総務費…………4 億 6757 万 6 千円 （－ 9.3 %）  

②民生費…………3 億 7071 万 8 千円 （－ 0.7 %）

③衛生費…………3 億 0783 万 6 千円 （＋ 7.0 %） 

④公債費…………2 億 7755 万 9 千円 （－ 6.0 %） 

⑤農林水産業費 …1 億 9161 万 7 千円 （－ 4.5 %）

⑥土木費…………1 億 3735 万 9 千円（＋ 84.0 %）

⑦教育費…………1 億 3207 万 8 千円（－ 17.9 %） 

⑧災害復旧費 …………8363 万 5 千円（－ 57.5 %）

⑨商工費………………7366 万 8 千円（＋ 19.1 %） 

⑩消防費………………7335 万 2 千円 （－ 5.5 %）

⑪議会費………………3712 万 7 千円 （－ 9.7 %） 

■村税負担の状況　　　　　（単位：円）

税目 総額 1人あたり

村 民 税 76,871,887 29,589

固定資産税 105,646,060 40,664

軽自動車税 6,924,900 2,665

村たばこ税 5,155,022 1,984

計 194,597,869 74,903

村民 1 人当たりの村税負担額は

約 7 万 5 千円
　皆さんから納めていただいている村税
の総額は、約 1 億 9459 万 8 千円です。
　これを　24 年度末人口 2,598 人で割
ると左記のようになります。
　　　　　（※法人分も含んでいます）

歳　出

歳出の内訳

総額 21 億 5252 万 5 千円（－ 5.8％）

総務費 (21.7%)

農林水産業費 (8.9%)

衛生費（14.3%）

教育費（6.1%）

民生費（17.2%）

土木費 (6.4%) 

公債費 (13.0%)

災害復旧費 (3.9%)
商工費 (3.4%)

消防費 (3.4%)
議会費 (1.7%)

①

⑤ ②

⑥

③

⑦

④

⑧
⑨

⑩ ⑪
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と
す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
金
の
助
成
内
容
を
拡

充
し
交
付
を
行
な
い
ま
し
た
。

○
産
業
建
設
課

　
農
業
振
興
の
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、

五
年
間
の
継
続
事
業
で
四
年
目
と
な
る

耕
作
放
棄
地
対
策
事
業
で
は
、
十
ア
ー

ル
あ
た
り
一
万
二
千
円
の
奨
励
補
助
金

を
五
十
九
件
に
対
し
三
百
九
十
九
万
九

千
円
交
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
実
施

計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
林
業
振
興
で
は
、
作
業
道
管
理
を
行

な
う
事
業
に
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
九
百

六
十
九
万
五
千
円
を
六
団
地
に
交
付
致

し
ま
し
た
。

　
商
工
振
興
で
は
、
商
工
会
が
実
施
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
つ
ち
の
こ
商
品
券
発

行
事
業
に
対
す
る
支
援
や
経
営
改
善
支

援
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
支
援
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
レ
ス
タ
イ
ル
事
業
で
は
、
平
成

二
十
一
年
度
に
営
業
支
援
活
動
を
開
始

し
て
か
ら
、
年
々
受
注
件
数
は
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
し
た
が
平
成
二
十
四

年
度
は
、
工
務
店
持
込
を
含
め
て
十
八

件
、四
億
五
千
万
円
と
減
少
し
ま
し
た
。

　
村
土
保
全
維
持
関
係
で
は
、
地
籍
調

査
事
業
を
上
親
田
地
区
及
び
黒
渕
地
区

を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社

会
資
本
整
備
交
付
金
を
活
用
し
た
栃
山

橋
修
繕
工
事
や
中
川
原
駐
車
場
整
備
、

村
道
路
面
修
繕
工
事
等
を
行
な
い
ま
し

た
。

　
災
害
復
旧
関
係
で
は
、
平
成
二
十
三

年
九
月
台
風
十
五
号
災
害
（ 
繰
越
事

業
） 

、
平
成
二
十
四
年
七
月
梅
雨
前
線

豪
雨
災
害
、
低
温
に
よ
る
凍
上
災
の
復

旧
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会

　
老
朽
化
の
進
ん
で
い
た
保
育
園
舎
や

機
械
設
備
に
つ
い
て
、
園
児
の
保
育
環

境
を
最
優
先
に
必
要
最
小
限
の
改
修
や

総
合
運
動
場
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
第
六
十
七
回
国
民
体
育
大
会

の
炬
火
リ
レ
ー
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
な
い
ま

し
た
。

○
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

　
十
二
月
か
ら
外
出
支
援
事
業
を
拡
充

し
、
週
二
回
金
融
機
関
や
役
場
な
ど
へ

の
外
出
支
援
を
開
始
し
た
ほ
か
、
災
害

時
に
要
援
護
者
が
安
全
に
避
難
で
き
る

個
別
避
難
支
援
計
画
の
策
定
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
祉
生
活
支
援
事
業
と
し
て

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
「
つ
ち

の
こ
商
品
券
助
成
事
業
」
に
加
え
平
成

二
十
四
年
度
よ
り
「
ご
み
袋
無
料
引
換

券
助
成
事
業
」
を
開
始
し
福
祉
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。

改修された保育園

災害時援護者避難支援マップの作成と
ハザードマップの確認作業を実施

■消費的経費…17 億 1764 万 6 千円（－ 3.1%）
人件費…………4億3494万7千円 （＋5.2 %） 
　うち職員給は、2 億 7482 万 5 千円（＋ 11.6 %）

物件費…………2億7378万5千円 （－5.4 %） 

維持補修費……2億1833万7千円（－66.0 %）

扶助費…………1億3555万5千円 （－2.3 %） 

補助費…………2億5933万5千円（－10.1 %） 

公債費…………2億7755万9千円 （－6.0 %） 

繰出金…………3億1812万8千円 （＋8.6 %）
　簡易水道特別会計や国保診療所特別会計への
施設維持補修や機器更新にかかる繰出しが増額

■投資的経費…3 億 0865 万 9 千円（－ 24.4%）
普通建設事業費……2 億 2373 万 9 千円 （＋ 6.1 %） 

災害復旧費……………　8492 万 0 千円（－ 57.0 %） 

■留保的経費…1 億 2622 万 0 千円（＋ 20.0%）
積立金………………1 億 2203 万 8 千円（＋ 18.9 %） 
　財政調整基金に１億 2000 万円を積み立て

投資出資貸付金…………  418 万 2 千円（＋ 67.3 %） 
　森林組合へ 200 万円の出資

歳出 性質別内訳
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財
政
に
つ
い
て
は
、
財
政
健
全
化
法

に
よ
る
四
つ
の
指
標
の
改
善
に
留
意
し

て
運
営
し
た
結
果
、
下
記
の
表
の
と
お

り
年
々
改
善
し
て
お
り
、
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
健
全
で
あ

る
と
判
断
で
き
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
は
一
億
二
千
万
円
積

み
立
て
し
、
積
立
目
標
で
あ
る
標
準
財

政
規
模
の
二
分
の
一
相
当
で
あ
る
八
億

円
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
災
害
等
不
測
の
事
態
に
対
応
で
き
る

体
制
が
整
備
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

特別会計

総　

括

歳入
詳細

歳出

国 民 健 康 保 険
3 億 4735 万 6 千円 ○被保険者数………768 人（－ 33 人）

○保険給付費…2 億 2029 万 9 千円3 億 3383 万 7 千円

介 護 保 険
2 億 6107 万 6 千円 ○要介護、要支援認定者数…171 人（＋ 27 人）

○保険給付費…………………2 億 2773 万 4 千円（＋ 13.7％）
　居宅介護サービス給付費、施設介護サービス給付費等が増加2 億 4547 万 6 千円

簡 易 水 道

1 億 5902 万 7 千円
○実施事業
・水道施設の要である曲坂浄水場ろ過地の砂の入替れ
・曲坂取水場の沈砂池のフロート弁取替工事等
・給水開始から 15 年以上経過した大明神川水源系統の水道施

設電気計装機器について更新計画を策定するとともに、将来
起こり得る地震に備え施設補強計画等を策定するため、耐震
診断を実施

1 億 5385 万 3 千円

下 水 道
2260 万 2 千円 ・宮代、平西、平東、平中地区の小規模集合排水処理施設

の維持管理を行なった2094 万 2 千円

国 保 診 療 所

3 億 2860 万 0 千円
○診療収入…1 億 7997 万 6 千円
○給与費…1 億 6889 万 6 千円
・看護師研修は引き続き 1 名を派遣
・介護報酬収入等の改善と施設の安定した利用、運営に努めま

した
・老朽化したエックス線照射装置を 504 万円で更新したほか、

検査システムや医療事務システム等を更新
2 億 6970 万 0 千円

後期高齢者医療
3553 万 8 千円 ○受給者数………………645 人（＋ 2 人）

○後期高齢者医療広域連合納付金…3223 万 6 千円3350 万 8 千円

○歳出・歳入総額

24 年度 23 年度 22 年度 早期健全化基準

実質赤字比率 ― ― ― 15.0

連結実質赤字比率 ― ― ― 20.0

実質公債費比率 12.0 13.5 15.1 25.0

将来負担比率 25.1 36.7 49.7 350.0

※実質赤字比率及び連結赤字比率は、対象会計に赤字額が無いため
「―」と表記しています。

○実質公債比率等の推移

・実質赤字比率…一般会計等の財政規模に対する赤字額の比率です
・連結実質赤字比率…特別会計等を含めた全会計の財政規模に対する赤字額の比率です
・実質公債費比率…村の財源に対する負債返済額の比率を示します　
・将来負担比率…第三セクターや一部事務組合への債務負担を含む、村が将来負担すべき債務の

比率です

各比率が早期健全化基準以上となったら？
　自主的な改善による財政健全化のため、年度内に議会の議決を経て「財政健全化計画」を策定
しなければなりません。
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フ
レ
ッ
シ
ュ
な
出
演
者
と
な
り
ま
し

た
。

　
歌
舞
伎
の
見
所
と
し
て
も
う
一
つ
挙

げ
ら
れ
る
の
は
舞
台
を
作
る
舞
台
部
の

活
躍
で
す
。
演
目
が
終
了
し
幕
が
閉
ま

る
と
一
斉
に
舞
台
転
換
が
始
ま
り
ま

す
。
大
道
具
帳
で
確
認
し
な
が
ら
、
電

動
ド
ラ
イ
バ
ー
や
金
づ
ち
を
使
い
素
早

く
次
の
演
目
の
舞
台
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
舞
台
転
換
の
引
き
落
と
し
幕
の
設

置
や
演
目
の
途
中
で
黒
子
と
な
っ
て
役

者
を
助
け
た
り
と
大
活
躍
で
、
ま
さ
に

縁
の
下
の
力
持
ち
で
す
。

　
保
存
会
員
、
役
員
、
役
者
、
裏
方
が

一
丸
と
な
っ
て
伝
承
す
る
郷
土
歌
舞

伎
。
村
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
三
百
人
の

観
客
は
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
九
月
二
十
八
日
、
小
学
校
の
運
動
会

が
秋
晴
れ
の
中
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
百
二
十
五
名
は
紅
白
に
分

か
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス
マ
イ
ル
～
最

後
ま
で
・
協
力
・
全
力
～
」
を
掲
げ
、

二
学
期
始
業
と
同
時
に
練
習
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
当
日
は
個
人
・
団
体
種
目
や

演
技
披
露
な
ど
、
二
十
四
の
種
目
に
全

力
で
取
り
組
み
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　
中
で
も
五
・
六
年
生
の
演
技
・
組
み

立
て
体
操
で
は
、
練
習
で
一
度
も
成
功

し
な
か
っ
た
五
段
タ
ワ
ー
に
挑
戦
。
見

事
成
功
し
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
九
月
十
二
日
と
十
三
日
の
二
日
間
、

中
学
一
年
生
二
十
一
人
が
大
明
神
の
越

原
国
有
林
を
訪
れ
、
間
伐
と
枝
打
ち
の

体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
体
験
の
前
に
講
師
の
栗
本
重
秋
さ
ん

（
柏
本
）
か
ら
、
間
伐
は
良
い
木
を
選

ん
で
育
て
る
、
枝
打
ち
は
価
値
の
高
い

木
材
と
な
る
よ
う
節
の
模
様
を
残
さ
な

い
た
め
に
行
な
う
な
ど
、
良
質
な
木
材

を
生
産
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
こ
と

の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
作
業
を
し
た
生
徒
は
、
最
初

は
ノ
コ
ギ
リ
の
扱
い
に
手
間
取
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
自
分
の
手
で
切

り
倒
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
達
成
感
に

満
ち
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
華
麗
な
歌
舞
伎
絵
巻
が
魅
力
の
郷
土

歌
舞
伎
公
演
が
、
九
月
十
五
日
、
は
な

の
き
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
五
穀
豊
穣
を
願
う
「
寿
式
三

番
叟
」
で
開
演
し
、
小
学
六
年
生
が
演

じ
る
「
糸
桜
本
町
育
・
仲
ノ
町
の
場
」

出
演
者
が
多
く
衣
装
が
豪
華
な
「
寿
曽

我
対
面
・
工
藤
館
の
場
」
保
存
会
メ
ン

バ
ー
の
み
で
構
成
し
た「
神
霊
矢
口
渡
・

頓
兵
衛
住
家
の
場
」
商
工
会
青
年
部
と

中
学
生
が
中
心
と
な
っ
た
「
菅
原
伝
授

手
習
鑑
・
車
止
の
場
」
の
五
つ
の
演
目

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
初
め
て
舞
台
を
踏
ん
だ
の
は
、

小
学
六
年
生
六
人
と
小
中
学
校
の
先

生
、
商
工
会
青
年
部
員
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
も
加
わ
り
総
勢
十
六
人
と
な
り

間伐を行なう生徒

糸桜本町育の一場面

力いっぱい競技に取り組む児童

むらの話題

山
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た

新
た
な
役
者
を
加
え
華
麗
な
演
技

緑
化
少
年
団
林
業
体
験

第
三
十
七
回
郷
土
歌
舞
伎
公
演

好
天
の
下
、
熱
戦
と
熱
演

小
学
校
運
動
会

菅原伝授手習鑑の一場面
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九
月
二
十
九
日
、
商
工
会
の
一
日
奉

仕
作
業
が
村
内
十
八
箇
所
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
作
業
に
あ
た
っ
た
商
工
会
員
は
百
九

人
、
高
齢
者
宅
で
は
植
え
込
み
や
庭
木

の
手
入
れ
、
雨
樋
や
側
溝
の
清
掃
を
実

施
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
水
車
小
屋
の

土
台
や
池
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
中
学
校

で
は
砂
場
の
木
枠
な
ど
が
古
く
な
っ
て

痛
ん
で
い
た
た
め
、
重
機
や
特
殊
車
両

を
用
い
て
修
繕
・
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
村
内
の
道
路
で
草
刈
り
や
清

掃
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
か
ら
今
年
で
二
十
四
回
目

と
な
る
こ
の
事
業
。
会
員
の
商
工
会
活

動
へ
の
参
加
意
欲
と
団
結
推
進
の
た
め

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
秋
季
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
、
十
月
一
日
に
総
合
運

動
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
三

つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
十
九
人
の
選
手

が
出
場
、
六
チ
ー
ム
で
試
合
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
大
会
は
予
選
の
総
当
た
り
戦
と
、
上

位
四
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
分
け
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

・
優
　
勝
　
福
寿
会
Ａ
チ
ー
ム

・
準
優
勝
　
高
砂
会
チ
ー
ム
　

・
三
　
位
　
福
寿
会
Ｂ
チ
ー
ム

　
初
秋
の
陽
気
の
中
、
ど
の
選
手
も
楽

し
ん
で
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

で
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
十
月
一
日
、
猟
銃
の
免
許
を
持
つ
東

白
川
村
猟
友
会
の
十
六
名
が
鳥
獣
捕
獲

隊
に
任
命
さ
れ
、
代
表
し
て
隊
長
の
村

雲
昭
二
さ
ん
（
加
舎
尾
）
と
猟
友
会
会

長
の
安
江
誠
さ
ん
（
大
明
神
）
が
委
嘱

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
農
林
産
物
に
特
に
被
害
を
与

え
る
有
害
鳥
獣
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
・
サ
ル
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
農
家

で
は
電
気
柵
等
を
設
置
し
て
農
地
を
荒

ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
予
防
し
て
い
ま
す

が
、
被
害
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

捕
獲
隊
は
猟
期
に
関
係
無
く
活
動
す
る

こ
と
で
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
事
を

目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
雲
さ
ん
は
「
責
任
が
重
く
な
り
ま

し
た
。
仕
事
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
出

来
る
限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
恒
例
の
交
通
法
令
講
習
会
が
十
月
五

日
に
は
な
の
き
会
館
で
開
か
れ
、
村
民

約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
優
良
運
転
者
表
彰
で
は
、
熊
澤
信
彦

さ
ん
（
大
明
神
）
に
緑
十
字
銅
章
、
今

井
磨
弘
さ
ん
（
大
沢
）
に
特
別
優
秀
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
話
で
は
加
茂
警
察
署
の
小

倉
交
通
課
長
か
ら
、
管
内
で
実
際
に
発

生
し
た
事
故
の
事
例
を
も
と
に
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
大
切
さ
や
車
間
距
離
に
注

意
す
る
事
、
飲
酒
運
転
は
厳
し
く
取
り

締
ま
る
方
針
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
後
半
は
、
落
語
家
の
林
家
花
丸

さ
ん
が
登
場
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
心
の
健
康
が
安
全
運
転
に
繋
が
る
た

め
、
悩
み
や
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

小学校での作業の様子

競技の様子

委嘱状を受け取った代表のお二人

表彰を受ける熊澤さん

明るい話題をご提供下さい

会
員
参
加
の
奉
仕
作
業

商
工
会
一
日
奉
仕
作
業

安
全
運
転
を
呼
び
か
け

交
通
法
令
講
習
会

有
害
鳥
獣
対
策
に
期
待

鳥
獣
捕
獲
隊
委
嘱
状
交
付

競
技
を
通
じ
て
楽
し
く
交
流

村
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
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東
白
川
文
化
祭

　
恒
例
の
文
化
展
と
芸
能
発
表

会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
文
化
展
で
は
、俳
句
や
短
歌
、

手
芸
、
生
け
花
、
写
真
な
ど
文

化
協
会
員
の
作
品
に
加
え
、
小

中
学
生
や
一
般
応
募
の
絵
画
な

ど
の
展
示
を
行
な
い
ま
す
。
芸

能
発
表
は
、
踊
り
や
民
謡
、
詩

吟
、
三
味
線
な
ど
日
頃
の
練
習

成
果
を
披
露
し
ま
す
。

期
日
　
十
一
月
三
日
（
日
）

　
　
　
　
　
～
四
日
（
月
）

　
　
※
芸
能
発
表
は
四
日
の
み

会
場
　
は
な
の
き
会
館

■
お
問
合
せ

　
教
育
委
員
会
（
内
４
２
０
）

は
な
の
き
会
館
ホ
ー
ル
事
業

地
域
住
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
二
年
に
一
度
実
施
し
て
い
る

は
な
の
き
会
館
ホ
ー
ル
事
業
。

今
年
は
「
地
域
住
民
の
た
め
の

コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

　
日
本
の
金
管
・
打
楽
器
ト
ッ

プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
質
の
高

い
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

日
時
　
十
二
月
十
五
日
（
日
）

　
　
開
場
…
午
後
一
時
三
十
分

　
　
開
演
…
午
後
二
時

　
　
終
演
…
午
後
四
時

入
場
券
　

　
村
内
各
所
で
販
売
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

一
般（
高
校
生
以
上
）…
五
百
円

中
学
生
以
下
…
無
料

（
保
護
者
同
伴
で
あ
る
こ
と
）

■
お
問
合
せ

　
教
育
委
員
会
（
内
４
２
０
）

一
万
㎡
以
上
の
土
地
取
引
は

　
　
　
　

届
け
出
が
必
要
で
す

　
大
規
模
な
土
地
売
買
な
ど
の

契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、

村
長
を
経
由
し
て
、
岐
阜
県
知

事
に
対
し
利
用
目
的
、
取
引
価

格
な
ど
を
届
け
出
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

次
の
三
つ
を
満
た
す
も
の

①
土
地
の
権
利
移
転
が
あ
る
　

②
権
利
移
転
が「
対
価
」の
授
受

　
を
伴
う
も
の
で
あ
る

③
権
利
移
転
が「
契
約
」に
よ
り

　
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

届
出
が
必
要
な
面
積

　
一
万
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

（
複
数
筆
の
場
合
で
も
合
算
で

基
準
以
上
に
な
る
時
は
届
出
が

必
要
）

届
出
す
る
必
要
が
あ
る
方

　
新
た
に
権
利
を
取
得
す
る
方

　（
＝
買
主
）

届
出
の
期
限

　
契
約
締
結
の
日
か
ら
起
算
し

て
二
週
間
以
内

届
出
書
類
な
ど

　
役
場
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
届
出
・
お
問
合
せ
先

　
産
業
建
設
課
建
設
係

（
内
２
８
０
）

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

応
援
を
お
願
い
し
ま
す

つ
・
￥00.0.0

っ
ち
ー
・
の
こ

り
ん
参
戦
中

　
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

投
票
で
全
国
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
日
本
一
を
決
め
る
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

３
」
が
開
催
さ
れ
、
千
二
百
以

上
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
人

気
を
競
っ
て
い
ま
す
。

　
村
か
ら
も
「
つ
っ
ち
ー
・
の

こ
り
ん
」
が
参
戦
し
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
投
票
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
投
票
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
使
用
し
ま
す
。
下
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
の「
投
票
Ｉ
Ｄ
登
録
」か

ら
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
産
業
建
設
課
林
務
商
工
係

　
　
　
　
　
　（
内
２
７
０
）

お
し
ら
せ

︻
東
白
川
村
︼

■
医
療
・
保
健
福
祉
部
門

金
十
万
円
…
田
口
喜
章
（
神
付
）

清
拭
布
…
安
江
千
代
（
大
口
）

清
拭
布
…
安
江
フ
ジ
エ

清
拭
布
…
匿
名

清
拭
布
…
匿
名

︻
社
会
福
祉
協
議
会
︼

金
十
万
円
…
田
口
喜
章
（
神
付
）

金
五
万
円
…
村
雲
綾
子
（
神
付
）

■
せ
せ
ら
ぎ
荘
指
定

金
二
万
円
…
安
江
敏
明
（
日
向
）

浴
衣
、
肌
着
、
靴
下

　
　
　
　
…
田
口
芳
宏
（
中
谷
）

清
拭
布
、
タ
オ
ル

　
　
　
　
…
島
倉
淑
子
（
下
親
田
）

洗
剤
、
ス
ポ
ン
ジ
、
水
切
り
ネ
ッ
ト

　
　
　
…
安
江
登
貴
子
（
上
親
田
）

古
切
手
…
樋
口
美
佐
枝
（
西
洞
）

古
切
手
…
山
田
土
建
㈱

古
切
手
…
大
明
神
木
材
　

古
切
手
、
は
が
き
…
匿
名

古
切
手
…
匿
名

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
敬
称
略

秋
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

日
時
　
十
一
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

会
場
　
は
な
の
き
会
館
周
辺

会
場
内
イ
ベ
ン
ト

・
森
の
ク
ラ
フ
ト
展

・
農
産
物
品
評
会
、
即
売
会
　

・
餅
つ
き
体
験

・
Ｔ

-

１
グ
ラ
ン
プ
リ

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
津
軽
三
味
線
デ
ュ
オ

・
檜
茶
太
鼓

・
中
学
生
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

・
ド
リ
ー
ム
抽
選
会

お
買
い
も
の

・
農
家
の
八
百
屋
さ
ん

・
商
工
会
う
ま
い
も
ん
バ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
他
出
店
多
数

■
問
合
わ
せ

　
産
業
建
設
課
農
務
係

　
　
　
　
　
　
　（
内
２
６
０
）

http://www.yurugp.jp/index.php
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最
低
賃
金
を
724 
円
に
改
定

　
岐
阜
労
働
局
で
は
、「
岐
阜

県
最
低
賃
金
」
を
今
年
十
月
十

九
日
か
ら
時
間
額
七
百
二
十
四

円
と
す
る
よ
う
改
定
し
ま
し

た
。「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
は
、

雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、
県
内

の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

岐
阜
県
労
働
局

　
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
５
８-
２
４
５-

８
１
０
４

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

　「
う
つ
病
」
や「
う
つ
病
の
可

能
性
の
あ
る
方
と
の
接
し
方
」

に
つ
い
て
の
理
解
や
基
礎
知
識

を
身
に
つ
け
、
地
域
や
職
場
、

教
育
な
ど
の
分
野
に
お
い
て

「
自
殺
の
サ
イ
ン
」
に
気
づ
き
、

軽
い
症
状
の
う
ち
に
専
門
医
療

機
関
の
受
診
に
繋
げ
、
自
死
か

ら
命
を
守
る
人
材「
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
一
日（
月
）

　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

場
所
　

多
治
見
市
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

　
多
治
見
市
十
九
田
町
二
‐
八

参
加
費
　
無
料

申
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
連

絡
先
・
当
講
座
受
講
日
を
記
載

の
上
、
次
の
宛
先
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
…
十
一
月
五
日（
火
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
係
」

〒
５
０
０-

８
３
８
５

岐
阜
市
下
奈
良
二

-

二

-

一

　
岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会
館
三
階

℡
０
５
８-

２
７
３-

５
７
２
０

青
色
申
告
決
算
等
説
明
会

　
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個

人
の
方
を
対
象
に
、
決
算
や
年

末
調
整
事
務
に
お
け
る
留
意
事

項
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
二
十
六
日（
火
）

　
　
　
午
前
十
時
～
十
二
時

場
所
　
関
市
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

　
学
習
情
報
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
先

関
税
務
署 

個
人
課
税
第
一
部

℡
０
５
７
５-

２
２-

２
２
３
７

不
適
正
森
林
開
発
防
止

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
可
茂
農
林
事
務
所
で
は
次
の

通
り
不
適
正
森
林
開
発
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
　
十
一
月
一
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
～
三
十
日（
土
）

内
容
　
不
適
正
森
林
開
発
の
防

止
に
関
す
る
啓
発
と
、「
不
適

正
森
林
開
発
一
一
〇
番
」
の
設

置
を
行
な
い
ま
す
。

　
森
林
内
で
不
審
な
伐
採
、
掘

削
な
ど
の
行
為
や
建
築
物
な
ど

を
発
見
し
た
場
合
は
、
次
の
通

報
先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
報
・
問
合
せ
先

可
茂
農
林
事
務
所
林
業
課

℡
０
５
７
４-

２
５-

３
１
１
１

東白川森林組合月末報告
第 675 回共販会（9/24）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /08,000 円
14cm 以上
平均単価 /021,100 円

　高値 /165,000 円

すぎ 平均単価 /010,700 円
　　高値 /021,000 円

赤まつ
平均単価 /005,400 円
　　高値 /006,500 円

総取扱量 780 ㎥
総販売高 1288 万 7千円

日
本
昭
和
村 

イ
ベ
ン
ト
情
報

昭
和
村
秋
祭
り

　
こ
の
秋
、
美
濃
加
茂
市
の
昭

和
村
で
は「
昭
和
村
秋
祭
り
」を

開
催
。
謎
解
き
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

「
昭
和
村
事
件
簿
」、「
昭
和
の

ニ
ュ
ー
ス
展
」
や
食
欲
の
秋
な

ら
で
は
の「
食
」の
イ
ベ
ン
ト
や

体
験
教
室
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
す
。
是
非
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

期
間 

～
十
一
月
二
十
四
日（
日
）

■
問
合
わ
せ

　
日
本
昭
和
村

美
濃
加
茂
市
山
之
上
町

二
二
九
二
‐
一

℡
０
５
７
４-

２
３-

０
０
６
６

村
民
優
待
券

　
左
記
の
点
線
に
沿
っ
て
切
り

取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

日 曜日 加茂医師会午前９時～午後５時 下呂市立休日診療所

3 日 木沢記念病院（美濃加茂市／ 25-2181） ■診療日時
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3 時
■所在地
　下呂市森 801-10
　下呂市民会館１階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

4 月（祝）うえだクリニック（美濃加茂市／ 26-2281）

10 日 木沢記念病院（美濃加茂市／ 25-2181）

17 日 太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）

23 土（祝）西田醫院（美濃加茂市／ 28-3371）

24 日 佐藤クリニック（八百津町／ 43-1200）

11月

日本昭和村 東白川村民優待入園割引券
　中学生以下無料
　大人（高校生以上）800 円→ 400 円
　シニア（65 歳以上）600 円→ 300 円
　※ 12 月 1 日（日）からは上記割引料金
　　から更に半額となります。
有効期限：～平成 25 年 12 月 31 日（火）
　　　　　（12 月からは毎週水曜定休）

・本件 1 枚につき 5 名まで有効。
・他の割引との併用はできません。
・コピー不可。
・本券を切り取り入園窓口にご提出ください。
・シニア証明必要。

✂

昭和銭湯里山の湯
　　　　　 東白川村民優待入館割引券
　大人（中学生以上）600 円→ 300 円
　小人（4 歳～小学生）300 円→ 150 円
有効期限：～平成 25 年 12 月 31 日（火）
　（うち 11 月 5 日（火）～ 8 日（金）は

メンテナンスの為休業）

・本件 1 枚につき 5 名まで有効。
・他の割引との併用はできません。
・コピー不可。
・本券を切り取り入館窓口にご提出ください。

✂



広
報
ひ
が
し
し
ら
か
わ
10
月
号

H25
・
10
・
15

■
発
行
／
東
白
川
村
役
場
℡
０
５
７
４
（
７
８
）
３
１
１
１

IP
０
５
０
‐
６
０
０
０
‐
７
０
０
０

　
　
　
　

岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村
神
土
５
４
８

■
編
集
／
東
白
川
村
広
報
誌
編
集
委
員
会

■
印
刷
／
下
呂
印
刷
株
式
会
社

皆
さ
ん
も
思
っ
た
事

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
風
邪
で
熱
を
出
し
た
時
な
ど
病
気
に

な
る
と
、
健
康
は
良
い
な
と
感
じ
ま
す

が
、
治
っ
て
少
し
日
に
ち
が
経
つ
と
、

つ
い
つ
い
そ
の
気
持
ち
が
う
す
れ
て
し

ま
い
、
健
康
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
今
月
は
決
算
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
を
見
る
と
、
一
見
大
き
な
変
化
も

な
く
目
新
し
さ
の
少
な
い
、
い
つ
も
通

り
の
よ
う
な
感
じ
も
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
こ
う
し
て
生
活
で
き
る

事
へ
の
感
謝
や
、
村
が
単
独
で
存
在
し

て
い
る
事
を
考
え
る
と
、
と
て
も
あ
り

が
た
み
を
感
じ
ま
す
。（
Ｙ
）

世帯数 …870世帯
人　口 …2,584人
(男1,240人　女1,344人)

転　入 ……4人
転　出 ……7人
出　生 ……0人
死　亡 ……3人

先月との比較 6人減
昨年との比較71人減

9月末住民登録人口から

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

中
島
　
富
美
枝
　
八
十
八
歳
（
西
洞
）

 

長
谷
川
　
義
一
　
七
十
九
歳
（
陰
地
）

No.31

※
敬
称
略

ひ
とこ
と

阿
武
隈
共
和
国
独
立
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
作
者
／
村
雲 

司

「
自
由
や
、
自
由
や
、
わ
れ
汝
と
死
せ

ん
」
と
叫
ん
だ
自
由
民
権
家
・
仮
宿
仲

衛
の
故
郷
、
福
島
県
の
一
角
、
福
島
原

発
か
ら
三
十
㎞
圏
内
の
帰
還
困
難
区

域
・
阿
武
隈
村
が
「
阿
武
隈
共
和
国
」

と
し
て
つ
い
に
独
立
宣
言
を
し
た
。

「
故
郷
の
山
河
を
棄
て
ろ
と
国
が
強
要

す
る
な
ら
、
俺
た
ち
は
国
を
棄
て
て
も

い
い
」
が
人
々
の
想
い
だ
。

　
新
宿
西
口
、
柱
の
傍
ら
に
立
ち
毎
週

土
曜
日
一
時
間
、
平
和
を
守
る
た
め
の

抗
議
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る

主
人
公
は
、
そ
の
独
立
に
立
ち
会
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　
作
者
の
村
雲
司
さ
ん
は
、
本
村
中
通

出
身
で
す
。

お
い
し
い
ケ
ー
キ
は
ミ
ス
テ
リ
ー
！
？

作
／
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー･

マ
コ
ー
ル･

ス
ミ
ス

訳
／
も
り
う
ち
す
み
こ

絵
／
木
村
い
こ

　
ど
ろ
ぼ
う
と
よ
ば
れ
て
う
れ
し
い
人

な
ん
て
い
な
い
！
　
学
校
で
お
か
し
の

盗
難
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
無
実
の
子

が
う
た
が
わ
れ
て
し
ま
い
、
主
人
公
の

プ
レ
シ
ャ
ス
は
真
実
を
つ
き
と
め
る
決

意
を
し
ま
す
。

　
日
本
の
学
校
で
も
「
と
っ
た
」
「
と

ら
な
い
」
「
や
っ
た
」
「
や
ら
な
い
」

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
よ
く
あ
る
こ
と

で
す
。
か
し
こ
い
プ
レ
シ
ャ
ス
が
み
ご

と
に
見
つ
け
た
ア
フ
リ
カ
ら
し
い
犯
人

を
一
緒
に
推
理
し
て
く
だ
さ
い
。

図
書
の
紹
介

　

俳
　
句

わ
が
畑
の 

西
瓜
け
も
の
に 

喰
わ
れ
け
り

安
江
と
く
よ

金
色
に 

実
り
し
稲
穂 

風
に
ゆ
れ

村
雲
と
み
子

雨
風
の 

残
し
た
跡
や 

稲
の
波

栄
　
香

端
居
し
て 

夫
と
二
人
の 

頃
偲
ぶ村

雲
春
子

夕
風
や 

猛
暑
の
日
々
も 

過
ぎ
ゆ
き
し

村
雲
と
も
子

（
あ
け
ぼ
の
俳
句
の
会
）


